
図形の性質と証明（３）

直角三角形の合同

・直角三角形において、斜辺とはどの辺を指すか説明できるようになろう。

・直角三角形が合同となる条件について、三角形の合同条件やこれまで証明した定理な

どを使って説明できるようになろう。

・直角三角形の合同条件を使って、合同な直角三角形を見つけられるようになろう。

　２つの直角三角形があります。この２つの三角形が合同といえるのはどのような場合

か調べてみましょう。

 ※直角三角形の合同

 ※今日の学習のポイント

（１）右の図において、斜辺とはどの辺を

指しますか記号で表してみましょ

う。

（２）△ABCと△DEF において、AC=DF,
 　　∠B=∠E=90°とします。このほかに

どのような条件があれば、△ABCと
△DEF は合同といえるでしょうか。
　次の２つの場合について考えてみ
ましょう。

ア　斜辺の他にさらに等しい角があるとき イ　斜辺の他にさらに等しい辺があるとき



 ※練習問題（直角三角形の合同条件を使う問題）

　∠XOYの二等分線上の点Pから、OX，OYにそれぞれ垂線を引き、その交点をそれぞれ

A,Bとしました。このとき、PAの長さとPBの長さが等しいことを直角三角形の合同を使っ

て証明してみましょう。

１　下の図で、合同な直角三角形を見つけましょう。また、そのとき合同と判断した理

　由を説明しましょう。

２　AB=ACの二等辺三角形において、頂点B,C

　から辺AC,ABに垂線BE,CDを引きました。

　　このとき、BD=CEとなることを証明して

　みましょう。

直角三角形の合同条件

・斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい。

・斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい。
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 ※練習問題２（直角三角形の合同を使った図形の性質の証明）


